
Keyword

不妊に悩むカップルは多く生殖医療は広く活用されています
が、ストレスも多いことが知られています。晩婚化の一方で、卵
巣機能の低下は30代後半から顕著で妊娠は時間との戦いと
なっています。心理的困難で不妊治療が進められない場合は
重大な不利益となりますが、生殖医療は通院負担自体が重い
ため、心のケアに割く余裕は厳しい状態にあります。
従来、生殖医療の心理支援は、傾聴型カウンセリングを中

心に時間をかけた支援が行われ、効率性への留意はありませ
んでした。
生殖医療の心理支援において、短期的・効果的・効率的

な臨床サービスを目指す「ブリープセラピー」は有用と思われ
るため、ブリーフセラピーの代名詞である解決志向アプローチ
を軸に、生殖医療における心理支援の実践研究を行っていま
す。

新領域におけるブリーフセラピーの活用
―生殖医療の心理支援への展開

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

ブリーフセラピーを活用した心理教育の開発
ブリープセラピーの発想を活かした教育方法の検討

その他の研究テーマ

ブリーフセラピー、新領域、生殖医療、心理支援、解決志向アプローチ

人間科学部
臨床心理学科

教授

伊藤 弥生

●悩みを持つ不妊患者
　不妊治療・仕事・家事と多
忙で、時間をかけてカウンセリ
ングに通う余裕がない

ブリーフセラピー活用による小数
回のカウンセリング
➡無理なく通うことができ、
　早期に心理的健康を回復

ブリーフセラピーを活用した心理
支援により患者が早期に心理的
健康を回復
➡不妊治療の安定的継続

●生殖領域の医療者
　妊娠が時間との戦いになって
いる患者が、心理的困難で
不妊治療を進められない

ブリーフセラピー
●短期的・効果的・効率的な臨床サービスを目指します。
●解決志向アプローチはブリーフセラピーの代名詞と言われています。

Point

解決志向アプローチ
●問題解決ではなく、解決構築に注力する方が有用であると発想します。
●本人の解決像とリソースを大事に、例外を増やして良循環を拡げます。

Point

問題が生じるとずっと悪い状態に感じられますが、いつも生じる問題が起こらずに済んだ時、
つまり“例外”を既にある解決の一部としてとらえ、解決を創り出す重要なヒントとして焦点
を当てます。どうやってうまくいったか“成功の責任追及”をし“コンプリメント”する中で、一
度でもうまくいったことが繰り返され、“例外”が増えていくように支援します。本人の解決像
を尊重し、内外のリソースを活かしながら良循環を拡げます。

生殖医療におけるブ
リーフセラピーを活用
した心理支援

⬇
生殖医療においてブ
リーフセラピーを活用
する際の留意点・工
夫提示

Keyword

発達障害児への集団療法的アプローチは、これまで遠矢・
針塚（2006），廣瀬（2012）によるコミュニケーション能力の
向上やプログラムの効果など、障害児の変化の視点からさまざ
まな研究が行われている。一方で、実施されたプログラムが実
施主体に及ぼす影響については十分検討されているとは言い
難い。

本研究では、本学が実施している発達障害児対象のプログ
ラム「プレイケア」について、実施主体である大学院生及び学
生がプログラムを通してどのような心理的成長及び変化が見ら
れたかについて調査した。プログラム終了後に学生から得ら
れた自由記述をKJ法に準じた方法で分析したところ、62枚の
ラベル抽出が得られ、以下の５つのグループにまとめられた。

発達障害児対象の集団療法的アプローチ
実施による学生の心理的成長と変化

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

抑うつの「反芻的思考」のコントロール方法に関する研究
自己への関係性を重視した「セルフトーク」がリラクセーションに及ぼす効果に関する研究

その他の研究テーマ

集団療法、学生の心理的成長、発達障害

人間科学部
臨床心理学科

教授

久保田 進也

●どのような対応がいいのかとい
う戸惑い
●ポジティブ、ネガティブな両方
の感情を体験

実際に発達障害児に関わること
で得られる自身の心理的成長

試行錯誤を繰り返すことによる、
発達障害への新たな認識

●座学による理解
●実際に発達障害児と関わるこ
とにより得られる理解

本学独自の集団療法
アプローチ

●具体的な問題改善ではなく、参加者に有意義な時間を体験してもらう
●学生は試行錯誤を繰り返し、自己の成長や今後の課題を確認する。

Point

・学生の臨床感覚の醸成
・工夫することの喜び

・独自のプログラムを行っ
ている学科としてPR
可能
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